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初予算を公表します

〜
財
政
用
語
説
明
〜

【
会
計
区
分
な
ど
に
つ
い
て
】

●
一
般
会
計

福
祉
、教
育
、衛
生
、道
路
整
備
な
ど

市
の
基
本
的
な
事
業
に
関
す
る
会
計

●
特
別
会
計

　

特
定
の
事
業
を
特
定
の
財
源
で
ま

か
な
う
た
め
の
会
計
。
岩
出
市
は
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

５
つ
の
特
別
会
計
を
設
置
。

●
公
営
企
業
会
計

　

地
方
公
共
団
体
の
経
営
す
る
企
業

で
、
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

る
「
法
適
用
企
業
」
と
同
法
を
受

け
な
い
「
法
非
適
用
企
業
」
が
あ

り
ま
す
。

岩
出
市
で
は
、
法
適
用
企
業
と
し

て
は
水
道
事
業
会
計
が
、
法
非
適

用
企
業
と
し
て
は
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
自
主
財
源

　

岩
出
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
お
金

●
依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
ま
た
は
割
り
当

て
ら
れ
る
お
金

【
歳
入
】

●
市
税

　

市
の
行
政
運
営
経
費
を
ま
か
な
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
も
ら
う
税
金
。

●
地
方
交
付
税

　

所
得
税
・
消
費
税
・
酒
税
な
ど
の

国
税
の
う
ち
一
定
割
合
を
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
お
金
。

款別歳出予算額
（単位：千円、％）

款 平成22年度 平成21年度
比　　較

金　額 比　率
1 議 会 費 143,765 142,986 779 0.5

2 総 務 費 1,261,175 1,466,861 －205,686 －14.0

3 民 生 費 5,020,313 4.342,184 678,129 15.6

4 衛 生 費 2,190,127 1,903,715 286,412 15.0

5 農 林 業 費 216,652 411,040 －194,388 －47.3

6 商 工 費 59,049 61,766 －2,717 －4.4

7 土 木 費 1,651,869 1,966,990 －315,121 －16.0

8 消 防 費 805,335 618,216 187,119 30.3

9 教 育 費 1,280,364 1,402,619 －122,255 －8.7

10 災 害 復 旧 費 6 4 2 50.0

11 公 債 費 1,229,698 1,184,219 45,479 3.8

12 諸 支 出 金 6,147 2,900 3,247 112.0

13 予 備 費 50,000 50,000 0 0.0

歳 出 合 計 13,914,500 13,553,500 361,000 2.7

款別歳入予算額
（単位：千円、％）

款 平成22年度 平成21年度
比　　較

金　額 比　率
1 市 税 5,066,805 5,243,431 －176,626 －3.4
2 地 方 譲 与 税 122,000 131,000 －9,000 －6.9
3 利 子 割 交 付 金 35,000 72,000 －37,000 －51.4
4 配 当 割 交 付 金 5,600 42,200 －36,600 －86.7
5 株式等譲渡所得割交付金 200 4,200 －4,000 －95.2
6 地方消費税交付金 334,000 322,000 12,000 3.7
7 ゴルフ場利用税交付金 10,000 10,500 －500 －4.8
8 自動車取得税交付金 37,000 34,000 3,000 8.8
9 地方特例交付金 82,000 105,000 －23,000 －21.9
10 地 方 交 付 税 2,462,000 2,500,000 －38,000 －1.5
11 交通安全対策特別交付金 6,000 6,000 0 0.0
12 分担金及び負担金 823,170 971,850 －148,680 －15.3
13 使用料及び手数料 103,952 103,176 776 0.8
14 国 庫 支 出 金 2,299,141 1,607,800 691,341 43.0
15 県 支 出 金 1,079,650 1,015,074 64,576 6.4
16 財 産 収 入 9,374 6,225 3,149 50.6
17 寄 附 金 2 1 1 100.0
18 繰 入 金 404,618 512,450 －107,832 －21.0
19 繰 越 金 1 1 0 0.0
20 諸 収 入 113,587 160,392 －46,805 －29.2
21 市 債 920,400 706,200 214,200 30.3
歳 入 合 計 13,914,500 13,553,500 361,000 2.7

市税
36.4%

地方特例交付金等
1.0%

繰入金
2.9%

国庫支出金
16.5%

県支出金
7.8%

市債
6.6%

地方消費税交付金
2.4%

地方譲与税
0.9%

利子割交付金
0.3%

地方交付税
17.7%

分担金及び負担金
5.9%

使用料及び手数料
0.7%

諸収入・寄附金等
0.9%

自主財源
46.8％

依存財源
53.2%

歳 入
139億1,450万円

総務費
9.1%

民生費
36.1%

衛生費
15.7%

農林業費
1.6%

議会費
1.0%

土木費
11.9%

消防費
5.8%

教育費
9.2%

公債費
8.8%

その他
0.4%

商工費
0.4%

歳 出
（目的別）

139億1,450万円

歳 入

歳 出

人件費
16.8%

予備費
0.4%

積立金
0.0%

維持補修費
0.3%

公債費
8.8%

扶助費
23.4%

物件費
17.5%

補助費
11.7%

繰出金
8.1%

普通建設事業費
　　13.0%

災害復旧費
　　0.0%

義務的
経　費
49.0％

その他
の経費
38.0%

投資的
経　費
13.0%

歳 出
（性質別）

139億1,450万円 
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平成22年度 岩出市当  

●
国
庫
（
県
）
支
出
金

道
路
整
備
等
事
業
費
や
老
人
医

療
・
生
活
保
護
の
扶
助
費
等
に
対

し
国
（
県
）
が
一
定
の
率
を
負
担

し
た
り
補
助
す
る
お
金

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

岩
出
市
が
行
う
事
業
に
よ
っ
て
、

特
に
利
益
を
受
け
た
方
か
ら
負
担

し
て
い
た
だ
く
お
金
。

●
繰
入
金

　

積
立
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
繰

り
入
れ
た
お
金
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

市
営
住
宅
賃
貸
料
な
ど
公
共
施
設
の
使

用
料
や
戸
籍
証
明
な
ど
特
定
の
方
の
た

め
に
行
う
事
務
に
か
か
る
手
数
料
。

●
市
債

　

公
共
事
業
な
ど
で
多
額
な
資
金
が

必
要
な
と
き
に
受
け
る
融
資
。

【
歳
出
】

●
議
会
費

　

市
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費

●
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
・
徴
税
・
戸

籍
事
務
・
選
挙
・
統
計
な
ど
に
要

す
る
経
費

●
民
生
費

子
ど
も
手
当
・
生
活
保
護
・
福
祉

事
務
所
費
・
保
育
所
運
営
な
ど
福

祉
向
上
に
要
す
る
経
費

●
衛
生
費

　

各
種
検
診
・
母
子
保
健
事
業
・
ご

み
収
集
処
理
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
運
営
な
ど
に
要
す
る
経
費

●
農
林
業
費

　

農
業
振
興
・
水
路
改
修
な
ど
に
要

す
る
経
費

●
商
工
費

　

産
業
振
興
・
観
光
対
策
な
ど
に
要

す
る
経
費

●
土
木
費

　

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
公
共
施

設
の
建
設
整
備
に
要
す
る
経
費

●
消
防
費

　

防
災
訓
練
な
ど
予
防
啓
発
・
初
期

消
防
活
動
な
ど
に
要
す
る
経
費

●
教
育
費

　

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
な
ど
に
要

す
る
経
費

●
災
害
復
旧
費

　

洪
水
・
暴
風
・
地
震
な
ど
の
災
害

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施
設
復

旧
に
要
す
る
経
費

●
公
債
費

　

市
債
の
返
済
に
要
す
る
経
費

●
物
件
費

　

賃
金
や
交
際
費
、
委
託
料
、
使
用

料
な
ど
の
消
費
的
な
経
費

●
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
な

ど
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
経
費

●
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
建
物
な
ど
の
建
設
事
業
に

係
る
経
費

　　　　　　　　　会計別当初予算額　　  　　　　　　　（単位：千円、％）

当初予算の内訳 平成22年度 平成21年度 増減率

一般会計 13,914,500 13,553,500 2.7

特別会計 7,742,744 7,391,490 4.8

　国民健康保険特別会計 4,776,490 4,490,984 6.4

　老人保健特別会計 239 3,120 －92.3

　介護保険特別会計 2,351,403 2,311,056 1.7

　後期高齢者医療特別会計 554,654 522,592 6.1

　墓園事業特別会計 59,958 63,738 －5.9

公営企業会計 2,322,229 2,483,017 －6.5

　下水道事業特別会計 1,097,791 1,180,798 －7.0

　水道事業会計
収益的支出 839,677 908,593 －7.6

資本的支出 384,761 393,626 －2.3

予算総額 23,979,473 23,428,007 2.4

◎予算総額は前年度比２．４％増
　平成２２年度岩出市の当初予算額は、前年度と比較して２．４％増となりました。
　本市の新年度当初予算については、下記のとおり一般会計及び特別会計、公営企業
会計をあわせて総額２３９億７，９４７万３千円を計上しました。

◎一般会計
　一般会計予算額は、１３９億１，４５０万円を計上しました。
　歳入について、市税などの自主財源は４６．８％、地方交付税などの依存財源は
５３．２％となっております。増額については、国庫支出金では、子ども手当支給事
業等により４３．０％増額、市債では、防災デジタル行政無線設置事業における防災
対策事業債、臨時財政対策債の増により３０．３％増額しております。減額については、
市税では、市民税の減により３．４％減額、分担金及び負担金では、地域整備事業（さ
ぎのせ公園整備等）における岩出市・紀の川市の両市負担金等の減により１５．３％
減額、繰入金では、財政調整基金繰入金の減により２１．０％減額しております。
　歳出について、目的別にみると、増額については、民生費では、子ども手当支給
事業等により１５．６％増額、衛生費では、旧クリーンセンター解体にかかる事業等
により１５．０％増額、消防費では、防災デジタル行政無線設置事業等の増により
３０．３％増額しております。減額については、総務費では、市役所庁舎耐震補強事
業等の減により１４．０％減額、農林業費では、田園自然環境保全事業（境谷農道整備）
等の減により４７．３％減額、土木費では、地域整備事業（さぎのせ公園整備等）等
の減により１６．０％減額となっております。

◎特別会計・公営企業会計
　本市は５つの特別会計及び２つの公営企業会計を設置しております。
　特別会計については、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計は保険給付費の増に
よる増額、老人保健特別会計は後期高齢者医療特別会計へ移行のため減額、後期高齢者
医療特別会計では、和歌山県後期高齢者医療広域連合納付金の増による増額、公営企業
会計については、水道事業、下水道事業とも事業費の減により減額となっております。

一般会計歳入歳出総額139億1,450万円

入湯税

8円

市民ひとり
あたりの額

（平成22年3月末人口：52,694人）

納める市税の額

使われる金額

固定資産税

38,911円

民生費

95,273円

公債費

23,337円

教育費

24,298円

消防費

15,283円

土木費

31,348円

市民税

43,124円

都市計画税

5,924円

軽自動車税

2,181円

合　計 264,062円

合　計 96,155円

衛生費

41,563円

総務費

23,934円

市たばこ税

6,007円

9,026円

その他
農林業費等
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施策と予算額　     （新）は平成22年度新規事業です。

【学校教育の充実】
(新)●全国学力・学習状況調査事業…429千円(教育総務課)

　全国学力テストの状況や学校ごとの状況を分析・把握するために
要する経費

●要保護、準要保護児童扶助事業（小学校）…26,740 千円
●要保護、準要保護生徒扶助事業（中学校）…22,313 千円

(教育総務課)
　生活保護世帯及びそれに準ずる世帯の児童、生徒扶助に要する経費

●私立幼稚園助成事業…39,982 千円（教育総務課）
　幼稚園就園奨励費補助及び市内にある私立幼稚園に対する助成

●学校給食運営事業…324,716 千円（教育総務課）
　小中学校の給食運営に要する経費

【青少年の健全育成】
●青少年センター運営事業…9,952千円（生涯学習課）
　青少年センター設置運営に要する経費

【生涯学習の推進】
●放課後子ど 教室推進事業…3,413千円（生涯学習課）

３．21世紀を担う人づくり（教育と文化の振興）

(新)●図書館子育 支援事業…2,808千円(生涯学習課)
　総合保健福祉センター図書館に子育て支援コーナーの開設等に要
する経費

(新)●若 広場 等増設事業…10,712千円(生涯学習課)
   若もの広場のトイレ等増設工事に要する経費

(新)●総合体育館身体障害者用 整備事業…2,000千円
（生涯学習課）

　総合体育館の身体障害者用トイレ整備工事に要する経費

【人権尊重の推進】
●人権啓発推進事業…3,993千円（福祉課）
　人権啓発の推進を図るため、講演会・学習会・研修会等に要する経費

(新)●人権施策基本方針策定事業…3,391千円(福祉課)
(新)●男女共同参画 関 第３次住民意識調査…733千円

(市長公室)
　平成23年度の男女共同参画プランの見直しに向け、男女共同参画
に関する第３回目の住民意識調査を市民2,500人を対象に実施し、住
民の意識がどのように変化しているかを調査するために要する経費

【自然環境の保全・生活環境の整備】
●グ ー 製品購入事業…2,000千円（総務課）
　庁用備品・消耗品にグリーン製品を購入するのに要する経費

【廃棄物処理の充実】
●浄化槽設置整備事業…70,100 千円（生活環境課）
　水質汚濁防止のため浄化槽の設置に対する補助に要する経費

●ごみ分別収集事業…96,734 千円（クリーンセンター）
　資源ごみの分別収集に要する経費

● ー ー建設事業…221,526 千円（生活環境課）
　旧クリーンセンター解体撤去工事及びストックヤード建設に係る
基本計画策定業務委託に要する経費

【消防・防災の充実】
●防災デジ 行政無線設置事業…171,639千円(総務課)
　防災行政無線をアナログからデジタルに移行するための工事及び
監理に要する経費

【交通安全・防犯の推進】
●交通安全施設等整備事業…34,000 千円（土木課）
　市道山水栖線歩道設置及びカーブミラー等の交通安全施設の整備
等に要する経費

●道路環境整備事業…15,200 千円（土木課）
　道路照明灯設置工事に要する経費

４．うるおいと活力ある地域づくり（生活の向上と産業の振興）

【農林業の振興】
(新)●岩出市奨励作物栽培補助事業…200千円(農林経済課)

　市が指定する奨励作物を作付し、販売を行う農業者に対する補助金

●水栖大池多目的施設整備事業…25,351 千円(農林経済課)
　多目的施設整備に要する経費

●小規模土地改良事業…60,955 千円 (農林経済課)
　県の補助による農道事業及び水路事業等に要する経費

【住民参加の推進】
●広報事業・・・16,765 千円（市長公室）
　行政情報を住民に提供するための広報紙及び視覚障害者の方など
に利用してもらうための声の広報を発行するための経費

５．計画の推進に向けて

【効率的な行財政運営の推進】
●和歌山地方税回収機構負担金・・・9,074千円（税務課）
　滞納者に対し、法律を駆使した法的措置を講じ収納を行う回収機
構に要する経費負担

水栖大池多目的施設整備事業
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平成22年度当初予算における主な新規･重点　

【都市基盤の整備】
　　●地籍調査事業…86,951 千円　（地籍調査課）

　国土開発及び高度利用のための基礎資料とするため、地籍の明確
化を図るとともに、地籍図、地籍簿を作成するのに要する経費

【道路整備の推進】
●地域活力基盤創造交付金事業…300,000 千円（土木課）
　市道湯窪中島線新設事業に要する経費　
●市道新設改良事業（市単独事業）…87,370千円（土木課）
　生活道路等（市道東坂本岡田線他）改良に要する経費
●市道補修事業…50,000千円（土木課）
　生活道路等の各所の補修工事に要する経費

１．住んでよかったと思えるまちづくり（都市基盤の整備・充実）

【公共交通の整備】
●大阪方面路線バス補助事業…22,011 千円（総務課）
　大阪方面バス運行補助
●岩出市巡回バス補助事業…24,136 千円（総務課）
　岩出市巡回バスの運行経費補助

【上下水道の整備】
●下水道事業特別会計繰出金…214,579千円（上下水道局）

【公園・緑地の整備】
● ぎ 公園整備事業…551,585 千円（都市計画課）
　さぎのせ公園整備（地域整備）に要する経費

【地域情報化の推進】
(新)●辺地共聴施設等整備事業…6,289千円（市長公室）

　地上デジタル放送の難視聴を解消するため、辺地共聴施設の改修
補助金を交付するために要する経費

【総合的な保健福祉の推進】
●生活保護事業…535,072 千円（福祉課）
　困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生活を保障す
るとともに保護世帯の自立を助長するのに要する経費

【健康対策の推進】
●予防接種事業…74,154 千円（保健推進課）
　乳幼児から高齢者までの予防接種に要する経費
●基本健診事業…6,814 千円（保健推進課）
　診察、血圧測定、血液検査等の健診に要する経費
●各種がん検診事業…72,826 千円（保健推進課）
　胃がん、乳がん等の検診に要する経費
●乳幼児健康診査事業…5,580千円（保健推進課）
　４か月児から３歳６か月児までの健康診査等に要する経費
●妊婦健康診査事業…50,628 千円（保健推進課）
　妊婦の一般健康診査等に要する経費

【高齢者福祉の充実】
●後期高齢者医療事業…319,454 千円（保険年金課）
　後期高齢者医療広域連合負担金及び療養給付費負担金等に要する
経費
●介護保険特別会計繰出金…322,105 千円（保険年金課）

【障害児（者）福祉の充実】
●重度心身障害児（者）医療費助成事業…196,762 千円

（保険年金課）
　重度心身障害児（者）の医療費の支給に要する経費
●障害者自立支援事業…393,651 千円（福祉課）
　障害者が利用する施設サービス、居宅サービスに要する経費

(新)●身体障害者・知的障害者相談員事業…162千円（福祉課）
　身体・知的障害者相談業務に要する経費

２．健康で明るい社会づくり（福祉・保健・医療の充実）

【児童福祉・ひとり親家庭福祉の充実】
●子ど 医療費助成事業…103,904 千円（保険年金課）
　現行の乳幼児医療制度に加え、新たに小学校卒業までの子どもの
入院に係る自己負担額の医療費の支給に要する経費
●私立保育園運営費等事業…285,457 千円（福祉課）
　私立保育園が保育を実施するために要する経費

(新)●子ど 手当支給事業…1,091,870千円（福祉課）
　中学校修了前の児童の養育者に手当を支給することにより、次代
の社会を担う児童の健やかな育ちを支援するために要する経費
●児童扶養手当支給事業…343,796 千円（福祉課）
　父母の離婚・父の死亡などにより、父と生計を同じくしていない
児童の母親に対して手当を支給するために要する経費

(新)●家庭児童等相談事業…1,950千円（福祉課）
　児童養育に関する相談、児童虐待の通報による対応、児童虐待・
ＤＶ等の未然防止体制の充実・強化に要する経費

(新)●保育料収納促進事業…1,765千円（福祉課）
　保育料の収納率向上の強化に要する経費

【保険・年金の充実】
●国民健康保険特別会計繰出金…273,396 千円

（保険年金課）

乳幼児健康診査事業

上空から見たさぎのせ公園予定地

市道湯窪中島線新設事業
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総
務
課
主
事
井
畑
喜
嗣
（
市
長

公
室
主
事
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
主
事
髙
橋
よ
し
み
（
総
務
部
税

務
課
主
事
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
主
事
〔
民
俗
資
料
館
担
当
〕
西

浦
史
浩
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境

課
主
事
）　

【
主
任
保
育
士
】　

上
岩
出
保
育
所

主
任
保
育
士
赤
松
佳
美
（
根
来
保

育
所
主
任
保
育
士
）

【
副
主
任
】　

岩
出
保
育
所
副
主
任

前
田
邦
子（
山
崎
保
育
所
副
主
任
）

　

山
崎
保
育
所
副
主
任
髙
松
千
珠

（
岩
出
保
育
所
副
主
任
）　

山
崎
北

保
育
所
副
主
任
福
田
朱
美
（
上
岩

出
保
育
所
副
主
任
）　

根
来
保
育

所
副
主
任
石
倉
芳
美
（
山
崎
北
保

育
所
副
主
任
）　

【
保
育
士
】　

山
崎
保
育
所
保
育
士

中
井
智
郁
子
（
上
岩
出
保
育
所
保

育
士
）　

山
崎
保
育
所
保
育
士
間

知
佳
子
（
根
来
保
育
所
保
育
士
）

　

山
崎
保
育
所
保
育
士
亀
岡
弥
生

（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎

保
育
所
保
育
士
阪
下
美
保
（
山
崎

北
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育

所
保
育
士
髙
井
志
浦
里
（
山
崎
北

保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
北
保
育

所
保
育
士
西
野
聖
子
（
山
崎
保
育

所
保
育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保

育
士
福
田
万
由
美
（
根
来
保
育
所

保
育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保
育

士
明
治
恵
理
（
山
崎
保
育
所
保
育

士
）　

山
崎
北
保
育
所
保
育
士
宮

川
美
早
子（
根
来
保
育
所
保
育
士
）

　

山
崎
北
保
育
所
保
育
士
西
岡
安

也
美
（
根
来
保
育
所
保
育
士
）　

根
来
保
育
所
保
育
士
小
橋
典
世

（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）　

根
来

保
育
所
保
育
士
深
澤
文
香
（
山
崎

保
育
所
保
育
士
）　

根
来
保
育
所

保
育
士
竹
内
知
子
（
上
岩
出
保
育

所
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
保

育
士
後
藤
美
穂
（
山
崎
北
保
育
所

保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
保
育

士
前

美
也
子
（
根
来
保
育
所
保

育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
保
育
士

佐
古
友
実（
根
来
保
育
所
保
育
士
）

《
採
用
》

【
主
事
】　

市
長
公
室
主
事
米
本
星

自　

総
務
部
税
務
課
主
事
武
田
昌

紀　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
谷

口
菜
緒
子　

生
活
福
祉
部
保
険
年

金
課
主
事
岸
達　

生
活
福
祉
部
保

険
年
金
課
社
会
福
祉
士
石
黒
唯　

事
業
部
土
木
課
技
師
土
井
理
菜　

事
業
部
地
籍
調
査
課
主
事
楠
戸
涼

平　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務

課
主
事
西
山
慶

《
再
任
用
》

【
業
務
員
】　

教
育
部
教
育
総
務
課

根
来
小
学
校
用
務
員
吉
田
晴
美　

教
育
部
教
育
総
務
課
山
崎
小
学
校

用
務
員
金
丸
節
子

《
退
職
者
》　

児
玉
隆
也
（
事
業
部

長
）　

木
下
正
明
（
事
業
部
次
長
・

土
木
課
長
事
務
取
扱
・
土
地
開
発

公
社
事
務
局
長
併
任
）　

西
出
雅

史
（
上
下
水
道
局
次
長
）　

川
端

寛
（
教
育
部
教
育
総
務
課
長
・
施

設
係
長
事
務
取
扱
）　

山
下
繁
明

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
民
俗
資
料

館
長
）　

前
山
光
夫
（
教
育
部
教

育
総
務
課
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
）　

寒
川
祐
里
（
山
崎
保
育
所

保
育
士
）　

吉
田
晴
美
（
教
育
部

教
育
総
務
課
根
来
小
学
校
用
務

員
）　

金
丸
節
子
（
教
育
部
教
育

総
務
課
山
崎
小
学
校
用
務
員
）　

《
再
任
用
期
間
満
了
》　

下
津
弘
子

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
民
俗
資
料

館
主
事
）　

祉
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
保
健

推
進
課
保
健
予
防
係
長
塩
中
和
歌

子
（
生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課
保

健
師
）　

事
業
部
農
林
経
済
課
農

林
係
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
併

任
山
﨑
慎
吾
（
事
業
部
農
林
経
済

課
主
事
）　

【
主
事
】　

市
長
公
室
主
事
廣
田
浩

司
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

総

務
部
総
務
課
主
事
藤
井
隆
司
（
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

総
務
部
総
務
課
主
事
〔
和
歌
山
県

派
遣
〕
曽
根
秀
貴
（
総
務
部
税
務

課
主
事
）　

総
務
部
総
務
課
財
務

室
主
事
恩
賀
孝
幸
（
総
務
部
総
務

課
主
事
〔
和
歌
山
県
派
遣
〕）　

総

務
部
税
務
課
主
事
岡
野
江
身
（
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

総
務
部
税
務
課
主
事
川
端
麻
誉

（
上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務
課

主
事
）　

総
務
部
市
民
課
主
事
田

村
麻
希
子
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課

主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主

事
木
村
敦
海
（
事
業
部
地
籍
調
査

課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環

境
課
主
事
中
井
健
司
（
総
務
部
税

務
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
保
険

年
金
課
主
事
上
田
安
津
美
（
教
育
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教
育
委
員
長
に

　
　

恩
田
正
夫
氏
が
就
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ

り
、
４
月
１
日
付
け
で
教
育
委
員

長
に
恩
田
正
夫
氏
（
野
上
野
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
長
職
務
代
行
者
に
右
藤
和
弘
氏

（
山
崎
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

横
断
旗
を
支
給
し
ま
す

　

市
で
は
、
こ
の
度
横
断
旗
と
横

断
旗
入
缶
を
購
入
し
ま
し
た
。
横

断
歩
道
は
あ
る
が
見
通
し
の
悪
い

箇
所
や
横
断
歩
道
は
な
い
が
通
学

路
に
な
っ
て
い
る
交
差
点
等
が
あ

れ
ば
、
区
長
・
自
治
会
長
を
通
じ

て
申
請
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
要
性

を
判
断
し
た
上
で
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
１
セ
ッ
ト
で
横
断
旗
20
本

と
横
断
旗
入
缶
２
個
と
な
り
ま

す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
交
通
防
犯
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
１
）

児
童
福
祉
週
間
を

　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
11
日
ま
で
が
児
童
福
祉
週
間

で
す
。

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
そ
れ

は
、
国
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
う
し
た

願
い
を
阻
む
様
々
な
問
題
が
子
ど

も
た
ち
や
家
庭
、
地
域
を
取
り
巻

い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
生
活

し
、
そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
最

も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
児
童
福
祉
の
理

念
を
み
ん
な
で
振
り
返
り
、
各
々

が
児
童
愛
護
の
責
任
を
自
覚
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
62

２
１
４
１　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
７
）

　

民
生
委
員
制
度
は
前
身
の
救
世

顧
問
制
度
が
大
正
６
年
５
月
12
日

に
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
活
動

強
化
週
間
」
と
し
て
お
り
、
岩
出

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま

す
。

○
地
域
福
祉
の
推
進
役
・
相
談
役

で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
お
手
伝
い

す
る
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
・

相
談
役
で
す
。
市
で
は
、
現
在

86
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
任

し
て
い
ま
す

　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法

に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お

り
、
児
童
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
じ

め
や
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
が

深
刻
に
な
る
中
、
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
相
談
や
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
主
任
児
童
委
員
も
活
躍
し
て
い

ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中

に
は
、
個
別
の
担
当
区
域
を
持

た
ず
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任

児
童
委
員
が
い
ま
す
。
児
童
福

祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や

児
童
委
員
の
活
動
の
援
助
・
協

力
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

福
祉
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、

心
配
ご
と
を
お
持
ち
の
人
は
、

お
気
軽
に
身
近
な
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

活
動
す
る
に
あ
た
り
、
常
に
個

人
の
人
格
を
尊
重
す
る
と
と
も

に
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
区
域
を
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
わ

か
ら
な
い
と
き
は
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
総
務
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
３
５
・
３
２
７
）

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

５
月
12
日
は

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
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平
成
22
年
10
月
１
日
に
実
施
す
る
国
勢
調
査
の

　
　

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
締
切（
５
月
17
日
㈪
）

○
募
集
定
員　

１
８
０
名

○
調
査
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
で
す
。

①
20
歳
以
上
で
岩
出
市
に
住
民
票
を

お
く
方
（
調
査
は
基
本
的
に
徒
歩
又

は
自
転
車
で
行
い
ま
す
。）

②
警
察
・
選
挙
・
税
務
事
務
に
直
接
携

わ
っ
て
い
な
い
方

③
調
査
活
動
期
間
中
、
熱
意
と
責
任
感

を
持
っ
て
調
査
活
動
が
で
き
る
方

※
調
査
員
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
任

命
さ
れ
た
方
は
、
任
命
期
間
中
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
の
身
分
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
調
査
終
了
後
も
調
査

で
知
り
得
た
情
報
を
も
ら
す
こ
と

は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
22
年
法

律
第
１
２
０
号
）
第
１
０
０
条
第
１

項
の
規
定
に
抵
触
し
ま
す
の
で
、
秘

密
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○
調
査
員
の
仕
事

①
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

　
〔
実
施
時
期　

９
月
上
旬
〕

②
担
当
調
査
区
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
家

屋
確
認

　
〔
実
施
時
期　

９
月
中
旬
〕

③
担
当
調
査
区
内
へ
の
調
査
票
な
ど

の
配
布

　
〔
実
施
時
期　

９
月
中
旬
か
ら
下
旬
〕

④
配
布
し
た
調
査
票
を
回
収
（
郵
送
提

出
以
外
）

　
〔
実
施
時
期　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
〕

⑤
書
類
の
作
成
と
提
出

　
〔
実
施
時
期　

10
月
中
旬
ま
で
〕

○
調
査
員
へ
の
報
酬

　

報
酬
額
は
国
の
基
準
に
よ
り
ま
す
。

　
　

２
調
査
区　

約
７
４
，
０
０
０
円

　
　

１
調
査
区　

約
３
９
，
０
０
０
円

※
原
則
、
２
調
査
区
を
担
当
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
１
調
査
区
あ
た
り
の
調

査
件
数
は
調
査
区
に
よ
り
増
減
し

ま
す
が
、
お
お
む
ね
50
〜
70
件
で

す
。

○
応
募
方
法

　
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
調
査
員
登
録

申
請
書
」
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、e-m

ail

等
に
よ
り
５
月
17
日
ま
で
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
後
に
面
接
を

行
い
ま
す
。

【
宛
先
】

住　

所
：
〒
６
４
９

６
２
９
２

　
　
　
　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　
　
　
　

岩
出
市
役
所
市
長
公
室

　
　
　
　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
63

５
２
２
９

e-m
ail

：koushitsu@
city.iw

ade.lg.jp

（「
平
成
22
年
国
勢
調
査
調
査
員
登
録
申

請
書
」
は
市
長
公
室
や
各
公
民
館
に
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
岩
出
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

岩
出
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　

http://w
w
w
.city.iw

ade.lg.jp/

○
面　

接

　

日　

時
：
５
月
25
日
㈫

　

場　

所
：
岩
出
市
役
所

　
　
　
　
　

３
階　

第
６
会
議
室

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
、後
日
、

市
か
ら
面
接
時
刻
を
連
絡
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
１
１
３
）
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特定商取引法・割賦販売法が改正されました。
　「特定商取引法」と「割賦販売法」が平成21年12月に改正され、
次のように消費者保護が強化されました。

　　ポイント１　規制の抜け穴の解消
●クーリングオフの規制対象が拡大
　原則全ての商品やサービスがクーリングオフ可能な規制対象になりました。
　※一部の商品やサービスなどは規制対象から除外されます。

　　ポイント２　訪問販売規制の強化
●再勧誘の禁止
　訪問販売業者や電話勧誘業者に対し、「契約をしない意思」を示した場合、再度の勧誘が法律によ
り禁止されました。

●過量販売 契約解除
　訪問販売で、通常必要とされる量を著しく超える商品などを購入契約した場合、契約後１年間は
契約の解除が可能になりました。 

　　ポイント３　クレジット規制の強化
●個別 ジッ 既払金返還
　訪問販売業者等がウソの説明による勧誘や過量販売を行った場合、クレジット契約も取り消し、
または契約解除が可能になり、既に支払ったお金の返還も可能になりました。

　　ポイント４　インターネット取引規制の強化
●通信販売の返品ルールの明確化
　返品の可否や条件を広告に表示していない場合は、商品が届いてから８日間は送料を消費者負担
で返品が可能になりました。 

専門相談員による消費生活相談窓口を毎月１回開設します。
お気軽にご相談下さい。

　　　●開設日時　５月11日㈫　午後１時～午後４時
　　　●場　　所　中央公民館　２階　第１会議室
　　　●消費生活に関する問い合わせ
　　　　市長公室　℡６２－２１４１（内線１１４）
　　　　和歌山県消費生活センター　℡０７３－４３３－１５５１

税務課から
のお知らせ

５月は消費者月間です。
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
税務課…………………………TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

『建物滅失届』
　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月
１日現在に存在する家屋であり、原則として
所有している人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年
度から課税の対象となりませんので、『建物
滅失届』を提出していただきますよう、お知
らせいたします。

◯問い合わせ先　固定資産税係

の提出を！
家屋を取り壊した場合は、固定資産税 納期

平成22年度 固定資産税
第１期分と全期前納分の

納期限は、5月31日㈪です｡
期日に遅れないように
お納めください。

平成22年度から
市•県民税の前納報奨金を廃止します。
なぜ廃止するの？

　前納報奨金とは、第１期分の納期限内に

全ての税額を納付した場合に限り、納付額

に応じた報奨金を交付する制度です。

　しかし、この制度は、市・県民税が給与

や年金から天引きされる特別徴収者には適

用が無く、また、全期分を一括納付できる

方に限られています。

　納税者間の税負担の公平性を確保する等

の理由により平成22年度から廃止します。

　前納報奨金の廃止により生じる財源につ

いては、より質の高い市民サービスの提供

に活用いたします。

市民の皆様にはご理解をいただき、今後と

も市税の納期内納付をお願いします。

口座振替利用者へ
　「全期前納（一括納付）」から「期
別」へ変更できます

　前納報奨金制度廃止に伴い、口座振替で
「全期前納」を利用されている方へ、税務課
から口座振替依頼書を送付しております。
「全期前納」から「期別」に変更をご希望さ
れる場合は、変更の届出が必要ですので、
口座振替依頼書を平成22年６月11日までに
取扱金融機関へ提出をお願いします。
　ただし、郵便局又はゆうちょ銀行をご希
望される方は、口座振替依頼書の用紙が違
いますので、直接、郵便局で手続きをお願
いします。

＊上記期限までに届出がない場合は、その
まま「全期前納」の取り扱いさせていただ
きますので、ご注意ください。

　なお、「全期前納」については、これまで
どおり利用可能ですので、変更のご希望が
ない場合は、引き続きご利用ください。

◎固定資産税・都市計画税については、
引き続き前納報奨金制度を実施します。
　ただし、納税者の未納に係る徴収金
がある場合は、交付できません。
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市税滞納者の  逃げ得、ごね得は
絶対に許しません！

　市税は、一般会計歳入の約36％を占め、福祉・教育・道路・公園などの生活に密着した事業の費
用に充てられる貴重な自主財源です。
　納税者の皆様が憲法に規定されている納税義務を果たすことで、必要な財源が確保でき、市が進
める「安心・安全なまちづくり」の実現が可能となります。
　納税者の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

全職員による滞納整理を行います

　市では、税負担の公平性から、納期内納税者と未

納者の公平性を確保するため、５月10日～５月14日

までの期間中、全庁体制で滞納整理を実施します。

期間中は、市職員が滞納者宅を訪問し、市税等の徴

収を行います。

　また、納期限が過ぎている市税等がございました

ら、早急に納付いただき、今後は、納期限までに納

付いただきますよう市民の皆様のご理解とご協力を

お願いします。

市税の滞納処分を執行しています

　督促状を送付し、納付を促しますが、それでも納

付のない場合には財産調査を行い、必要に応じて預

貯金・給与・生命保険・不動産・国税還付金等の差

し押さえを実施しています。

警告書等の通知

　当市の財政運営に大きな影響を与える市税収入の

確保のためには、納税者の皆様のご協力が必要です。

　納税の義務を果たさない納税者に対し、市では警

告書等を発送し、自主納付の促進と厳正かつ適正に

滞納整理を進めることで、徴収強化を図り、収納率

向上に努めています。

　なお、納期限を過ぎた場合は、督促手数料100円、

年利率１４．６％の延滞金を併せて納付していただき

ます。

あなたの財産が　差し押さえられると

　不動産・預貯金・給与・生命保険等
　　　売　　　却

　　　債権の換価

　　　　　　　　　税　　金
※差し押さえは、生活・経済活動に影響を及ぼす大

変厳しい処分です。

夜間納付・納税相談窓口を
開設します。

　開設日／５月１０日㈪～
　　　　　　５月１４日㈮、２７日㈭
　　　　　午後８時まで
　場　所／市役所税務課、保険年金課

納税は国民の義務です。市税は納期内に納めましょう！！

保険年金課
からのお知らせ

税務課からのお知らせ
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保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国保・年金係……………内線 192・193
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・183

　病気・災害等の特別な事情により、納税が困難な場合は、国保・

年金係まで納税相談にお越しください。

納 税 相 談

５月の夜間納税相談日
　１０日（月）～１４日（金）、２７日（木）

午後８時まで

　第１回介護保険運営委員会を５月27日㈭午後２

時から岩出市役所３階第６会議室で開催します。

ご希望の方は、委員会を傍聴することができます。

　介護保険運営委員会では、岩出市の介護保険サー

ビスや施設等について、公正に運営していくため

の話し合いを行っています。

　委員会の傍聴を希望される方は、左記の要領で

お申し込みください。

①事前申し込み

５月17日㈪までに保険年金課介護保険係あて電

話でお申し込みください。

②傍聴者の定員　８名

希望者多数の場合は抽選を行います。（後日連絡

します。）

○問い合わせ先

　介護保険係（内線１７９）

平成22年度 第１回介護保険運営委員会を傍聴できます

軽減を受けるには申請が必要です。

対象者は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間において、
⑴雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇な
どによる離職）
⑵雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなど
による離職）
として失業等給付を受ける方です。
☆雇用保険受給資格者証の離職理由「11」「12」「21」
「22」「23」「31」「32」「33」「34」に該当する方

軽減額は？
　国民健康保険税は、前年の所得などにより算定
されます。
　軽減は、前年の給与所得をその30/100とみなし
て行います。

軽減期間は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間です。

※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なり
ます。

※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引
き続き対象となりますが、会社の健康保険に加
入するなど国民健康保険を脱退すると終了しま
す。

軽減期間制度が始まる前の失業は
対象外ですか？
　制度が始まる前１年以内（平成21年３月31日以降)
に離職された方は、平成22年度に限り国民健康保
険税が軽減されます。
※ただし、平成21年度の保険税は対象となりませ
ん。御了承ください。

手続きは？
　雇用保険受給資格者証と印かんが必要です。

○問い合わせ先　国保・年金係

平成22年４月から国民健康保険税が軽減されます。

　　　“倒産・解雇などによる離職” （特定受給資格者） や
　　　“雇い止めなどによる離職” (特定理由離職者) をされた方へ
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ご存知ですか？国民年金保険料若年者納付猶予制度
▷若年者納付猶予制度とは

　国民年金に加入している20歳から30歳未満

の第１号被保険者の方で、本人（配偶者を含む）

の前年の所得が基準以下の場合、申請により月々

の保険料の納付が猶予される制度です。

▷承認されると

　老齢基礎年金の受給資格期間（25年）には算入

されますが、年金受給額には反映されません。

▷保険料の追納

　将来受け取る老齢基礎年金を満額に近づける

ために、若年者納付猶予を承認された期間の保

険料は、承認を受けてから10年以内であれば、

納付（追納）ができます。

※大学や専門学校等の学生の方には、「学生納付

特例制度」があります。

○問い合わせ先　国保・年金係

国民年金   こんなときは届出をしましょう
　結婚や就職、転職、退職などで種別が変わったときは、14日以内（第2号・第3号被保険者になった場
合は、勤務先の事業主が5日以内）に手続きすることが必要です。

こんなとき 被保険者の種別 届出先 必要なもの
20歳になったとき
（厚生年金・共済組合加入者は除く） 第1号 保険年金課

国保・年金係 認印・学生証（学生の方）

厚生年金や共済組合等に加入していた会社
等を退職したとき

本　人 第2号→第1号 保険年金課
国保・年金係

認印・年金手帳
退職日の確認できるもの（離職票等）配偶者 第3号→第1号

海外へ転出するとき
（厚生年金・共済組合加入者は除く）

第1号→喪失
（または、任意加入）

保険年金課
国保・年金係 認印・年金手帳

配偶者が厚生年金や共済組合等に加入している者の扶
養からはずれたとき（離婚したとき、収入が増えたとき） 第3号→第1号

保険年金課
国保・年金係

認印・年金手帳
扶養からはずれた日がわかるもの
（健康保険等の喪失証明書）

厚生年金や共済組合等に加入している配偶者が65歳に
なり第２号被保険者ではなくなったとき 第3号→第1号 保険年金課

国保・年金係 認印・年金手帳

会社等に就職し、厚生年金や共済組合等に
加入したとき

本　人 第1号→第2号
第3号→第2号 勤務先 年金手帳など

（詳細は勤務先へ確認してください）配偶者 第1号→第3号

配偶者が厚生年金や共済組合等に加入している者の扶
養になったとき（結婚したとき、収入が減ったとき）

第1号→第3号
配偶者の勤務先 年金手帳など

（詳細は勤務先へ確認してください）第2号→第3号
その他、氏名や住所変更などの届出

こんなとき 被保険者の種別 届出先 必要なもの

住所や氏名が変わった
第1号 保険年金課国保・年金係 年金手帳
第2号 勤務先 年金手帳など

（詳細は勤務先へ確認してください）第3号 配偶者の勤務先

年金手帳を紛失した

第1号 保険年金課
国保・年金係

認印・本人確認できるもの
（免許証等）

第2号 勤務先または、
年金事務所

認印・本人確認できるもの（免許証等）
（勤務先で行う場合、詳細は勤務先
へ確認してください）

第3号 配偶者の勤務先
または、年金事務所

認印・本人確認できるもの（免許証等）
（勤務先で行う場合、詳細は勤務先
へ確認してください）

納付書を紛失した、前納の納付書が欲しい 第1号 年金事務所 年金手帳または基礎年金番号のわ
かるもの

第1号（国民年金第1号被保険者）・・・自営や学生等で、厚生年金・共済組合に加入していない者（20歳以上60歳未満）
第2号（国民年金第2号被保険者）・・・会社員や公務員等で厚生年金・共済組合の加入者
第3号（国民年金第3号被保険者）・・・会社員や公務員等の厚生年金・共済組合加入者に扶養されている配偶者（20歳以上60歳未満）

保険年金課からのお知らせ
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小学生の入院費用を助成します

　平成22年４月１日から、「乳幼児医療制度」を
改正し「子ども医療制度」がはじまりました。「子
ども医療制度」では、入院にかかる医療費の助成
対象が拡大されます。

助成の対象
　岩出市に住民登録がある０歳から小学校卒業
前までの児童。（所得制限があります）

助成の内容
•小学校入学前の児童・・・通院・入院・調剤等に
かかる医療費。（健康保険適用分のみ）
•小学校卒業前の児童・・・入院にかかる医療費。
（健康保険適用分のみ）
　小学生で入院された方については、医療費の
払い戻しを受けられますので、下記のものを揃
えて、保健医療係までお越しください。
申請に必要なもの
•児童の健康保険証
•印鑑
•領収書（平成22年4月1日以降の入院のみ）
•振込先がわかるもの
※岩出市で所得の確認ができない方は、所得証
明書が必要な場合があります。

　なお、現在交付されている「乳幼児医療」の受給
資格者証については、そのままお使いください。
◯問い合わせ先　保健医療係

小学校入学前の児童には通院・入院・調剤等にかかる費用を助成します

後期高齢者健康診査（健診）の申し込みが始まります。

（今年度75歳以上の方）
誕生月の前月末までに健診を受けられなかった方は、誕生日以降に和歌山県後期高齢者医療広域連合の
受診になります。　
（健診の案内）　
　４月中旬　　→　往復はがきで和歌山県後期高齢者医療広域連合から通知します。
　受診される方→　返信はがきに住所、氏名、電話番号を記入のうえ申し込みください。
　７月下旬　　→　和歌山県後期高齢者医療広域連合から申し込みした方に受診券、受診票が送付されます。
（健診内容）
　問診、身体計測、診察、血圧測定、血液化学検査、肝機能検査、血糖検査、尿検査、
　※心電図検査、　※眼底検査、　※貧血検査
　※印の項目は、医師が必要と認めた場合（血圧の結果等により）実施されます。

○問い合わせ先　　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　℡０７３－４２８－６６８８

子ども医療制度
入　院 通院・調剤・補装具等

０歳～小学校入学前
（６歳以降最初に迎
える３月31日）まで。

○ ○
小学校入学～小学校
卒業（６歳以降最初
に迎える４月１日～
12歳以降最初に迎え
る３月31日）まで。

○ 対象外

　この健診は、糖尿病等の生活習慣病を早期に発見するために実施するものです。

医療保険者（実施者） 対象者 実施期間 自己負担額

和歌山県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療保険に
加入されている方 ８月～翌年２月末 ６００円

保険年金課からのお知らせ
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生生活活環環境境
ののページページ
【問い合わせ先】
　生活環境課…………………TEL.62-2141 ㈹

（内線 185・186）
　クリーンセンター…………TEL.62-0814

「わかやまノーレジ袋
推進協議会」におけ
る店頭キャンペーン
　４月22日にマツゲン岩出店と岩出中

黒店、23日にジップドラッグ岩出薬局

において、レジ袋削減の取り組みによ

り環境意識の更なる高揚を図るため、

マイバッグ持参推進店頭キャンペーン

を行いました。

　循環型社会の形成や地球温暖化防止

への取り組みとして、お買い物にはマ

イバッグを持参してレジ袋の削減に積

極的に取り組みましょう。

地

球温
暖化対策

シリーズ  24回目

浄化槽を使用されている
ご家庭の方へ!!

　浄化槽が故障していたり、正しい管理が行われていないと、近所の
方々に迷惑をかけるばかりでなく、河川や生活環境の汚染にもつなが
ります。　　
　お宅の浄化槽は大丈夫でしょうか？定期的に保守点検、法定検査、
清掃を行い適正な管理につとめましょう。
◎保守点検とは
　浄化槽の管理者は、浄化槽の機能が正しく働き、放流水が基準内で
流されるよう、定期的に保守点検を行うことが法律で義務づけられて
おり、検査結果を市に提出していただく必要があります。保守点検は
専門の登録業者に委託しましょう。
◎法定検査とは
　浄化槽の管理者は、毎年一回（新たに設置、又は構造及び規模を変
更した浄化槽については、使用開始後６ヶ月経過した日から２ヶ月の
間に一回）水質に関する検査を受けることが法律で義務づけられてお
り、検査結果を市に提出していただく必要があります。
　検査は、和歌山県水質保全センター（０７３―４３２―６４３３）
に申し込んで下さい。
◎清掃とは
　浄化槽を一定期間使用していると、汚泥・スカムがたまり、放って
おくと浄化する能力が低下し、水域が汚濁されて、他人に迷惑をかけ
ますので、清掃をすることが法律で義務づけられています。浄化槽の
清掃は、毎年一回しなければなりませんので、市許可業者において実
施しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※スカム（浮遊している汚泥）

ごみの
不法投棄禁止!!
　ごみを河川、堤防、道路など
に捨てた場合には、廃棄物の処
理及び清掃に関する法律により
処罰されます。
　ポイ捨てや不法投棄は、環境
汚染をまねくなど多くの皆さんに
多大な迷惑となりますので、こう
した社会のルールやマナーを守ら
ない行為はやめましょう！
　また、ごみ集積場所に不適切な
ごみの出し方をし、その地域の方々
が迷惑されている場合があります。
　ごみを出す場合、きちんと分
別し、市の指定袋に入れ、収集
日に決められた集積場所に出し
ましょう！

一般家庭から出る
ごみで市で収集で
きないごみを有料
で回収します
　市で回収できない廃棄物（粗

大ごみ回収で回収することができ

ないもの等）を岩出市総合体育館

に各自持ち寄っていただき、有料

で専門業者が回収するという機

会を６月13日(日)に設けます。

　なお、実施内容等詳細につい

ては、広報いわで６月号に掲載

します。
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生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

５月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線 東側 地域 ５月５日・19日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線 西側 地域 ５月12日・26日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。
◉事業系ごみについては、土曜日は搬入できません。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証
等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解と
ご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図
による排出先の確認にご協力ください。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折して下さい。（交差点に注意）

　　
【ごみの搬入時間は】　

・月～金／午前 8時 30分～正午まで（午前中）
　　　　　　　　　　　　・土曜日／午前 8時 30分～午後３時まで

平成22年度 浄化槽設置整備事業補助金をご利用ください
　生活雑排水（台所、洗濯、風呂等
の排水）による公共用水域の水質汚
濁を防止し、生活環境の保全と公衆
衛生の向上を図るため、生活排水と、
し尿を併せて処理する浄化槽を設置
される方に補助金を交付します。
○応募期間
　平成22年４月12日㈪
　　　　　　　　～５月31日㈪
○補助金額
５　人　槽　　３３２,０００円
６～７人槽　　４１１,０００円
８～50人槽　　５１９,０００円
○応募条件
•平成22年４月１日から平成23年

３月31日までの間に設置される
方。（浄化槽を埋設するときは、
機種及び人槽を確認するため市の
立会が必要となります。）

•申請者は、岩出市に住民登録をさ
れている方又は浄化槽設置後速や
かに住民登録をされる方。

　但し、次のいずれかに該当する場
合は応募できません。

•建築基準法第六条第一項に基づく
確認又は浄化槽法第五条第一項に
基づく設置の届出の審査を受けず
に、浄化槽を設置する者

•補助事業の期間内（平成22年4月
1日から平成23年3月31日）に浄

化槽を設置できない者。
•販売又は賃貸の目的で浄化槽付住
宅(共同住宅を含む)を建築する者。
•住宅を借りている者で、賃貸人の
承諾が得られない者
•店舗付住宅等については、住宅部分
の延べ面積が二分の一未満の場合。
•市税を滞納している者。
•公共下水道事業認可区域内に浄化
槽を設置する者。
（区域の詳細は、生活環境課まで
問い合わせください。）
○その他
　応募者多数のときは、抽選になる
場合があります。
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【問い合わせ先】

総合保健福祉センター 保健推進課

℡61-2400
電話のかけ間違いにご注意ください。

保保健健推推進進だだよよりり

平成22年度
歯周疾患検診

　歯周疾患の予防と早期発見のた

め、40歳・50歳・60歳・70歳の節目

で、歯周疾患検診を実施します。

歯と歯肉の健康チェックととも

に、正しいブラッシングの方法を

身につける機会として、受診して

ください。対象者の方には、受診

はがきを送付しています。

○対象者
　岩出市に住所を有する方で、今

年度中に40歳（昭和45年４月１日

～昭和46年３月31日生）、50歳（昭

和35年4月1日～昭和36年３月31

日生）、60歳（昭和25年４月１日～

昭和26年３月31日生)、70歳（昭

和15年４月１日～昭和16年３月

31日生）になる方

○実施期間
　平成22年5月1日～

　　　　　　　平成23年1月31日

○実施医療機関
　和歌山県内の実施歯科診療所

（受診前に歯科診療所までお問

い合わせください。）

○内　容
　問診、口腔内診査

○費　用
　自己負担なし（但し、検診のみ）

平成22年度
がん検診を受診しましょう

〰〰〰〰〰〰〰〰　個別検診　〰〰〰〰〰〰〰〰
◎受診期間　平成22年５月１日～平成23年１月31日

◎胃がん・肺がん・大腸がん・子宮がん検診

　今年度から市への申込みの必要がなくなりました。個別検

診実施医療機関で受診することができます。受診の際は、必

ず健康保険証を持参し、前もって受診する医療機関にお問い

合わせの上、受診してください。

◎基本健診

　申込みされた方に受診はがきを送付していますので、受診

の際は受診はがきを持参し、前もって受診される医療機関に

お問い合わせの上、受診してください。

〰〰〰〰〰〰〰〰　集団検診　〰〰〰〰〰〰〰〰
◎胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん検診

お申込みされた方には、検診日の約１か月前に問診票を郵送

します。

ＭＲ（麻しん・風しん）混合ワクチン
２期・３期・４期　ＤＴ（ジフテリア・
破傷風）二種混合予防接種
　岩出市に住民登録をされている対象者の方に、４月下旬に

予診票等案内通知をしています。接種期限がありますが、で

きるだけ早く済ませておくようにしてください。（接種期限を

過ぎますと有料になります。）

ＭＲ対象者
•２期：保育所、幼稚園等の年長児

　　　　（平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ）

•３期：中学１年生

　　　　（平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ）

•４期：高校３年生相当の年齢の方

　　　　（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ）

ＤＴ対象者
•小学６年生（平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ）

　接種前に必ず実施医療機関に予約を入れ、注意事項を読み

予診票と母子健康手帳を持参し接種してください。
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平成22年 5月 平成22年 6月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
24日㈪

㍻ 22 年 1 月生まれ
21日㈪

㍻ 22 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

25日㈫ 22日㈫

7か月児
18日㈫

㍻21年10月生まれ
15日㈫

㍻21年11月生まれ 13:00 ～ 13:15
19日㈬ 16日㈬

1歳8か月児
11日㈫

㍻ 20 年 9 月生まれ
8日㈫

㍻20年10月生まれ 13:00 ～ 13:15
12日㈬ 9日㈬

3歳6か月児
14日㈮

㍻18年10月生まれ
11日㈮

㍻18年11月生まれ 13:00 ～ 13:30
21日㈮ 18日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
11日㈫

㍻ 21 年 6 月生まれ
8日㈫

㍻ 21 年 7 月生まれ 9:00 ～ 9:30
12日㈬ 9日㈬

2歳6か月児
14日㈮

㍻19年10月生まれ
11日㈮

㍻19年11月生まれ 9:00 ～ 9:30
21日㈮ 18日㈮

パパママ教室
（妊婦教室） 26日㈬

妊婦体操
産後のうつ予防
新生児期の赤ちゃんについて

23日㈬
ママの体操
赤ちゃん体操（産婦・
生後１か月から4か月まで
の赤ちゃんが対象です。）

受付 9:45～10:00

（予約制）

栄
養
教
室

離乳食 18日㈫ 離乳食について 15日㈫ 離乳食について
受付 9:45～10:00
（予約制）

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:00

予
防
接
種

ポリオ 31日㈪

通知対象／㍻21.1.1 ～㍻
21.12.31生まれ
対象／㍻21.12.31日以前に
生まれた方～7歳6か月まで
で2回接種していない方

1日㈫
2日㈬
3日㈭
4日㈮
7日㈪

通知対象／㍻21.1.1 ～㍻
21.12.31生まれ
対象／㍻21.12.31日以前に
生まれた方～7歳6か月まで
で2回接種していない方

13:00 ～ 14:30

特定健診
＋

がんセット検診

27日㈭
28日㈮
31日㈪

事前に
申し込みをされた方

24日㈭
25日㈮
30日㈬

事前に
申し込みをされた方   8:30 ～ 10:00

献　　　血 8日㈯ ミレニアシティ  オークワ
12日㈯ ミレニアシティ  オークワ 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:30
一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

23日㈬ プライスカット

保健事業予定表保健事業予定表
（平成22年 5月、平成22年 6月）

保健推進だより

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL

５　

月

2 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水354-1 69-5511
3 月 正司歯科クリニック 紀の川市桃山町市場71-3 66-2011
4 火 谷口歯科医院 紀の川市名手市場252-3 75-4467
5 水 松本歯科医院 紀の川市桃山町調月161 66-0206
9 日 吉田歯科医院 岩出市根来160-1 69-1182
16 日 岡本歯科医院 紀の川市粉河389-7 73-4970
23 日 岡本歯科医院 紀の川市名手市場125 75-2047
30 日 林 歯 科 医 院 岩出市金池401-8 62-6012

診療時間は、午前10時～正午までと
　　　　　　午後1時～4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話
が通じないときは消防署（℡61-1791・℡61-0119）
にお問い合わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療休日歯科診療

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

子
育
て

問い合わせ先

6
月
22
日
㈫

6
月
17
日
㈭

6
月
15
日
㈫

6
月
10
日
㈭

6
月
8
日
㈫

6
月
の
開
放
日

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
、
ま
た
子
育
て
に
自
信
が
な

い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅

幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊◦午前10時

　　受付・自由遊び・片付け

◦午前10時10分～10時50分
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前10時50分～11時5分
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前11時10分～11時25分
　　おやつ・絵本・紙芝居

「保育所にあそびにきませんか！」 保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
』

ワ
ク
ワ
ク　

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

絵
本
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

５
月
19
日
㈬

○
場
所　

岩
出
図
書
館

【
す
く
す
く
広
場
】

　
（
２
歳
児
〜
就
学
前
の
幼
児
）

•
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

午
前
10
時
20
分
〜
10
時
40
分

•
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

午
前
10
時
40
分
〜
11
時

【
親
子
で
遊
ぼ
う
ぴ
よ
ぴ
よ
】

　
（
０
、１
歳
児
）

•
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　
　
　
　

　

午
前
11
時
〜
11
時
20
分

•
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

午
前
11
時
20
分
〜
11
時
40
分

◎
５
月
以
降
は
奇
数
月
の
第
２
水

曜
日
と
な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
地
域
子
育
て

　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
62

３
３
６
２

医療法人 彌栄会

※入院設備有
☎62-7777

中迫139
（那賀消防署東隣）

☎61-1551

中迫380
（黒山整形外科オク）

●地域在宅総合ケアセンター
●やよい苑デイケアセンター
●訪問看護ステーションやよい
●岩出中央在宅介護支援センター
●やよいケアステーション(訪問介護）

黒山整形外科 介護老人保健施設 やよい苑
リハビリテーションセンター （居宅介護支援事業所）

理事長　黒 山 哲 彌 詳しくはホームページをご覧下さい
http://www.yaeikai.com

大型駐車場完備

New Machie
長方形
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暮らしの情報

生
涯
学
習

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

○
軽
運
動
教
室

　

講
師
＝
小
川
陽
二
郎
氏

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
５
月
12
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
５
月
13
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
５
月
14
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
５
月
18
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
５
月
21
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

対
象
＝
岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
284
）

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

（
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
る
方

が
対
象
で
す
）

①
第
１
回
パ
ソ
コ
ン
基
礎
教
室

②
第
１
回
ワ
ー
ド
教
室

◯
内
容

　

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
全
般

　

②
ワ
ー
ド
で
の
文
書
作
成

◯
テ
キ
ス
ト
代

　

①
１
，
０
０
０
円

　

②
８
０
０
円

◯
日
程

①
６
月
11
日
・
18
日
・
25
日
・

７
月
２
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

②
６
月
11
日
・
18
日
・
25
日
・

７
月
２
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

◯
応
募
資
格

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

◯
定
員　

①
②
各
24
名

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
①
ま
た
は
②
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
岩
出
市
西

野
209　

岩
出
市
役
所
生
涯
学
習

課
公
民
館
係
ま
で
５
月
20
日
必

着
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
４
）

第
１
回
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン

教
室
受
講
生
募
集

　

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
を
学
び

ま
す
。

◯
内
容

基
本
操
作
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
で
の
文
書
作
成
、画
像
挿
入
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

◯
日
程

６
月
２
日
〜
８
月
４
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
の
10
回

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◯
応
募
資
格

•
60
歳
以
上
の
岩
出
市
民
の
方

•
全
日
程
受
講
可
能
な
方

◯
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

◯
申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
１
回
シ
ニ

ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
パ
ソ

コ
ン
歴
（
家
庭
や
職
場
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
験
の
有
無
）

を
記
入
の
う
え
、
岩
出
市
西
野

209　

岩
出
市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
５
月
17
日
必
着

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
４
）

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
機
会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣

の
み

な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◯
ク
ラ
ブ
名　

俳
画
ク
ラ
ブ

○
期
間

　

５
月
２
日
㈰
〜
30
日
㈰

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

◯
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午
後

４
時
30
分
ま
で
。

　

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日

が
火
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、

そ
の
翌
日
）
で
す
。

第
５
回 

岩
出
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時

　

平
成
22
年
5
月
23
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
よ
り

○
会
場　

市
民
総
合
体
育
館

○
種
目　

　

▽
Ａ
ク
ラ
ス
（
経
験
者
）

　

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
心
者
・

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
小
学
生
）

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
者

○
チ
ー
ム
構
成

選
手
は
４
〜
６
名
、
競
技
中
は

１
チ
ー
ム
４
名
と
し
、
中
学
生

以
上
の
男
子
は
２
名
以
内
と
す

る
。（
小
学
生
は
男
子
４
名
可
）

い
ず
れ
も
監
督
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
申
込
期
日
ま
で
に
申
し

込
む
こ
と
。

な
お
、参
加
料
（
１
チ
ー
ム
１
，

０
０
０
円
…
1
日
保
険
料
含

む
）は
大
会
当
日
に
徴
収
す
る
。

○
申
込
先　

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
日　

5
月
16
日
㈰

○
問
い
合
わ
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　
　

事
務
局　

原
田

　
　

℡
61

３
２
４
８

•
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　

℡
62

０
３
７
０

ス
ポ
ー
ツ
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岩
出
市
体
育
協
会
居
合
道

連
盟
部
員
を
募
集
し
ま
す

　

岩
出
市
体
育
協
会
居
合
道
連
盟

で
は
、
部
員
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
居
合
道
に
興
味
の
あ
る
方
は

一
度
見
学
又
は
体
験
入
門
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女

○
稽
古
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
祭
日
は
休
み
）

○
時
間

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

○
場
所

　

市
立
体
育
館
武
道
場

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
居
合
道
連
盟
事
務
局

　

熊
本
（
℡
62

５
５
０
８
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の

　
　

生
徒
を
募
集
し
ま
す 

○
期
間

　

5
月
19
日
㈬
〜
10
月
６
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
回
）

　

午
後
7
時
〜
8
時

○
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館　

小
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

80
名

○
参
加
料
（
保
険
料
）

　

１
，
６
０
０
円

○
講
師　

川
口
祐
子
先
生

○
応
募
方
法

＊
申
込
受
付

5
月
12
日
㈬
午
後
7
時
か
ら
市

民
総
合
体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル

に
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

な
お
、
午
後
７
時
の
時
点
で
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

ヨ
ガ
教
室
の

　
　

生
徒
を
募
集
し
ま
す

○
期
間

　

5
月
21
日
㈮
〜
7
月
23
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
回
）

　

午
後
3
時
〜
4
時

○
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館　

挌
技
場

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

60
名

○
参
加
料
（
保
険
料
）

　

１
，
６
０
０
円

○
講
師　

松
宮
文
子
先
生

○
応
募
方
法

＊
申
込
受
付

5
月
14
日
㈮
午
後
3
時
か
ら
市

民
総
合
体
育
館
挌
技
場
に
参
加

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。

な
お
、
午
後
３
時
の
時
点
で
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

平
成
22
年
度

紀
の
川
合
同
水
防
演
習

○
日
時

　

５
月
30
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

○
場
所

和
歌
山
市
中
之
島
地
区
の
紀
の

川
左
岸
河
川
敷
（
せ
せ
ら
ぎ
公

園
下
流
）

○
内
容

　

こ
の
演
習
は
、
こ
れ
か
ら
の
雨

の
多
い
時
期
に
備
え
、水
防
技
術
・

水
防
体
制
の
強
化
、
な
ら
び
に
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
、
洪

水
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
消
防
団
な
ど
に
よ
る

水
防
工
法
の
実
演
の
ほ
か
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
の
救
助
訓
練
や
被

災
者
を
想
定
し
た
救
護
訓
練
も
行

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
演
習
で
は
、
水
防

の
基
本
と
な
る
土
の
う
づ
く
り
や

積
土
の
う
工
の
体
験
を
募
集
す
る

他
、
水
防
の
工
法
を
間
近
で
見
学

し
、
専
門
家
に
よ
る
説
明
が
聞
け

る
見
学
会
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

水
防
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い
方
、水
防
を
や
っ
て
み
た
い
方
、

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
申
込

用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
参
加
希
望
・
問
い
合
わ
せ
先

•
和
歌
山
県
河
川
課
防
災
班

　
　
　
　

水
防
演
習
事
務
局

℡
０
７
３

４
４
１

３
０
７
４

•
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　
　

水
防
演
習
事
務
局

℡
０
７
３

４
０
２

０
２
６
５

第
９
回 

公
立
那
賀
病
院

市
民
公
開
講
座
（
参
加
無
料
）

テ
ー
マ
「
脳
卒
中
に
つ
い
て
」

○
日
時

　

５
月
29
日
㈯

　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　

開
演　

午
後
２
時
〜
４
時

○
場
所

　

公
立
那
賀
病
院
２
階　

講
義
室

○
定
員

　

先
着
１
０
０
名
程
度

　
　
　
　
　
　
（
予
約
不
要
）

○
病
院
駐
車
場

（
駐
車
券
を
お
持
ち
い
た
だ
け

ば
無
料
に
な
り
ま
す
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
那
賀
病
院

　

℡
77

２
０
１
９

催　

し

講　

座

根来公園墓地 使用者募集中

おすすめ！「ゆったりとお参り」
○通路はひろびろ２ｍ幅
　車椅子やシルバーカーをご利用の方も、そのままでお参りいただけます。
　法要など多人数のお参りの際にも、ゆったりとご使用いただけます。

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課  ℡62-2141（内線 223）

暮らしの情報
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岩
出
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
臨
時
職
員
の
募
集

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

○
募
集
人
員　

１
名

○
資
格

①
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・

　

地
域
看
護
の
経
験
の
あ
る
看
護

　

師
・
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か

　

の
資
格
を
有
す
る
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取

　

得
し
て
い
る
者

○
雇
用
期
間

　

平
成
22
年
７
月
１
日
〜
平
成
22

　

年
９
月
29
日
（
継
続
あ
り
）

○
就
業
の
場
所

　

岩
出
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
（
保
険
年
金
課
内
）

○
業
務
内
容

　

介
護
予
防
支
援
業
務
及
び
保
険

　

年
金
課
長
が
必
要
と
認
め
る
業

　

務
○
勤
務
体
制

月
20
日
（
土
・
日
・
祝
日
出
勤

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30

　

分
（
休
憩
60
分
間
含
む
）

○
賃
金

　

基
本
賃
金
（
月
額
）

　

１
７
９
，
２
０
０
円
＋
能
力
給

○
待
遇

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・

　

雇
用
保
険
あ
り

○
受
付
期
間

　

平
成
22
年
５
月
６
日
㈭
〜

　

平
成
22
年
５
月
17
日
㈪

（
土
・
日
を
除
く
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

○
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
１
通

②
資
格
証
明
書
の
写
し

○
応
募
方
法

　

直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送

○
面
接
等
詳
細
は
後
日
通
知

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
８
９
）

市
民
プ
ー
ル

　
　

臨
時
職
員
の
募
集

○
募
集
人
員

　

市
民
プ
ー
ル
管
理
人
4
名
程
度

　

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
20
名
程
度

○
資
格

•
管
理
人

　

市
内
在
住
で
25
歳
以
上

　

65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　

土
・
日
・
祝
日
出
勤
可
能
な
方

•
監
視
員

18
歳
以
上
60
歳
未
満
（
高
校
生

を
除
く
）
の
水
泳
に
自
信
の
あ

る
方

　

土
・
日
・
祝
日
出
勤
可
能
な
方

○
時
給　

９
０
０
円
（
交
通
費
の

　
　
　

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
業
務
内
容

•
管
理
人

受
付
、入
場
券
発
券
及
び
改
札
、

事
務
所
等
の
清
掃
、
そ
の
他

•
監
視
員

プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー
ル
・
更
衣

室
等
の
清
掃
、
そ
の
他

○
勤
務
期
間
及
び
時
間

　

6
月
30
日
㈬
〜
8
月
31
日
㈫

•
管
理
人

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

•
監
視
員

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分

○
受
付
期
間

　

5
月
10
日
㈪
〜
5
月
24
日
㈪

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
休
館
日　

火
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
1
通

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

市
民
総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　

℡
62

０
３
７
０

「
被
害
者
支
援

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

　

受
講
生
募
集

　

平
成
17
年
に
施
行
さ
れ
た
「
犯

罪
被
害
者
等
基
本
法
」
に
は
「
す

べ
て
の
犯
罪
被
害
者
は
、
個
人
の

尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳

に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
証
さ
れ

る
権
利
を
有
す
る
。」
と
あ
り
、

法
的
に
被
害
者
の
権
利
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
犯
罪
被
害
者
が
置
か

れ
て
い
る
現
状
は
依
然
厳
し
く
、

支
援
を
求
め
る
多
く
の
声
が
あ
り

ま
す
。

　

被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
被

害
者
の
現
状
・
被
害
者
支
援
の
意

義
・
支
援
の
必
要
性
な
ど
、
被
害

者
支
援
に
関
わ
る
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
講
し

ま
す
。

○
募
集
期
間

　

５
月
６
日
㈭
〜
６
月
４
日
㈮

○
講
座
日
程

　

６
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯

　
　
　
　

26
日
㈯
・
７
月
３
日
㈯

　
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
）

○
募
集
人
員　

30
名

○
応
募
資
格

①
25
歳
以
上
で
心
身
共
に
健
康

で
、
犯
罪
被
害
者
支
援
に
賛
同

し
て
下
さ
る
方

②
原
則
と
し
て
全
日
程
を
受
講
で

き
る
方

○
応
募
方
法

「
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
」
申
込
書
の
提
出

※
申
込
書
は
、
紀
の
国
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
い
た
だ
け

れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
し

ま
す
。

○
受
講
料

　

申
込
金　

２
，
０
０
０
円

　

受
講
料　

３
，
０
０
０
円

○
会
場

和
歌
山
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
三
沢
町

１
丁
目
２
）

○
そ
の
他

全
科
目
修
了
者
に
は
、「
修
了

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
修
了
者

は
、
引
き
続
き
開
講
予
定
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

で
き
ま
す
。（
受
講
料
３
，

０
０
０
円
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３

４
２
７

２
１
０
０

募　

集

暮らしの情報
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行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
日
時

　

５
月
19
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、

い
や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

を
助
言
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
日
時

　

５
月
11
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

○
結
果

▽
男
子
１
部

優
勝　

松
山
伸
一
、
平
野
晃
一

　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
・
立
命
館
大
）

２
位　

山
東
亮
太
、
平
野
友
己

　
　
（
金
沢
学
院
大
・
那
賀
高
校
）

３
位　

岩
西
俊
幸
、
友
渕
貴
俊

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
・
京
産
大
）

▽
女
子
１
部

優
勝　

伊
藤
友
美
、
中
嶋
春
花

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

堀
内
春
菜
、
堀
内
里
紗

　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
）

３
位　

茶
谷
由
紀
子
、
伊
藤
栄
美

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
）

３
位　

中
野
由
美
、
浜
野
恵
梨
香

　
　
　
（
那
賀
高
校
）

▽
男
子
２
部

優
勝　

瀬
島
浩
彰
、
岩
本
恵
生

　
　
　
（
帝
塚
山
学
院
大
）

２
位　

鳥
居
敬
、
山
下
仁

　
　
　
（
加
太
ク
ラ
ブ
）

３
位　

金
岡
靖
和
、
杖
村
成
人

　
　
　
（
と
く
ち
ゃ
ん
ず
）

▽
女
子
２
部

優
勝　

浜
野
亜
由
美
、
岩
崎
祥
子

　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

２
位　

土
岐
宣
子
、
田
中
瑞
穂

　
　
（
ス
ク
エ
ア
・
岩
出
ク
ラ
ブ
）

３
位　

川
村
浩
江
、
西
野
美
鈴

　
　
　
（
加
太
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
３
部

優
勝　

横
田
幸
紀
、
諏
訪
剛

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

２
位　

山
野
井
道
信
、

　
　
　
　
　
　

山
野
井
亮
太

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

３
位　

愛
宕
裕
司
、
宮
城
幸
司

　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
）

▽
女
子
３
部

優
勝　

加
藤
麻
紀
、
村
畑
佳
美

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

酒
井
順
子
、
中
西
智
恵

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

３
位　

永
野
舞
、
渋
谷
由
佳

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
初
心
者
の
部

優
勝　

藪
中
由
貴
、
西
川
里
恵

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

大
賀
厚
子
、
神
谷
綾
子

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

３
位　

吉
村
景
子
、
橋
口
朋
代

　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
）

　
〔
岩
出
市

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
〕

第
27
回
会
長
杯
争
奪

　

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
22
年
2
月
７
日
㈰

○
場
所　

湯
浅
中
学
校
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
団
体
の
部

2
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
（
福
岡
祥
平
、
藤
川
海
世
、

　
　
　
　

森　

優
、
谷
岡
滉
人
）

▽
女
子
団
体
の
部

優
勝　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
玉
井
沙
也
加
、
茶
谷
彩
有
、

　
　
　

角
奈
津
美
、
川
嶋
咲
稀
）

3
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
（
木
村
茉
帆
、
山
本
幸
歩
、

　
　
　

福
岡
千
明
、
宮
本
冴
香
）

相　

談

第
22
回
岩
出
市
民

　

オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
22
年
２
月
28
日
㈰

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

大
会
結
果

６
月
の
人
権
相
談
日

　
　
　
　

  
の
お
知
ら
せ

　

６
月
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
に
ち
な
み
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設

相
談
所
と
し
て
、
６
月
１
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
、

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
設
し
ま
す
！

和
歌
山
県
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
９

○
日
時　

平
成
22
年
３
月
14
日
㈰

○
会
場　

粉
河
多
目
的
運
動
場

○
結
果
（
ト
リ
プ
ル
ス
）

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部

準
優
勝　

岩
出
空

　
（
吉
田
福
子
、
藤
田
妙
子
、

　
　
　

松
本
菊
子
）

▽
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部

第
一
位　

岩
出
大
宮

　
（
林　

知
、
馬
木
一
美
、

　
　
　

林
ユ
キ
エ
）

　
〔
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属
〕

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

　
　
　

農
薬
防
除
補
助

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
）
に
よ
る
水
稲
へ
の
被

害
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
農
薬

を
購
入
す
る
方
に
対
し
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

お
知
ら
せ
・
ご
案
内

暮らしの情報
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耐震診断
▲新潟県中越沖地震

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課　 ℡62-2141（内線223～225）

※設計・改修に対しての補助制度もあります。くわしくはお問い合わせください。
昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅限定

を受けませんか？無料で

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

【花と緑の教室】・・・時間：１３時３０分～１６時迄
●５月　９日（日）「多肉植物の栽培」（育てる楽しみ、殖やす楽しみ、見る楽しみ(寄せ植え等)
●５月１６日（日）「花の写真教室」（花の上手な撮り方を学ぼう）
●５月１６日（日）「薬草の知識と利用」（薬草ウォッチング～春の薬草・利用の仕方～）
　※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は３２名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【気軽に ちょこっと ほんまもん体験】・・・時間：１３時３０分～１５時迄
テーマ：木の葉形のパレット（なべしき？）作りに挑戦！！
●５月２２日（土）又は２９日（土）※どちらか都合の良い日を選択　※入園料と材料費（1,500円程度迄）必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は両日共に各２４名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花・木等の作品の展示会】・・・時間：午前９時～17時迄 （※最終日は16時30分まで）
●５月　１日（土）～　５日（水）「サボテン・多肉植物展」、　「春の山草展」　※一部即売あり 
●５月　１日（土）～１６日（日）「春の原色押花教室展」※４月１８日、２５日の教室で作った作品の展示
●５月　８日（土）～　９日（日）「野生ラン展」　※一部即売あり
●５月　８日（土）～１０日（月）「春の盆栽展」 ※一部即売あり　※育て方・植え方の相談に応じます
●５月２８日（金）～３０日（日）「サツキ花季盆栽展」
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【フラワー・フェスティバル開催中】・・・期間：～５月５日（祝：子供の日）迄
●５月１日（土）～５日（水）　「ふるさとの植物展」、　「花と緑の園芸市」
●５月２日（日）「和歌山県警察音楽隊の演奏（雨天中止）」　　  １回目：午前１１時～●５月３日（月）「紀州よさこい踊り（雨天中止）」　　　　　　  ２回目：午後１時３０分～●５月５日（水）「子ども和太鼓集団(和響)の演奏（雨天中止）」
※５月５日（水）のみ「祝日：子供の日」にちなみ、１５才以下の方は入園料無料！！
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花と緑の相談コーナー開設】（花木の剪定、栽培管理、病害虫の診断・防除等の相談・指導）
●日　 時：５月１日、８日、１５日、２２日、２９日の毎週土曜日　　１３時～１６時３０分迄
※電話による相談や直接花木等を持参しての相談などに対して指導や助言を行います 

５月の休園日 ５月６日（木）、１１日（火）、１８日（火）、２５日（火）となります。

岩出警察署からのお知らせ
岩出警察署　℡63-0110

行楽シーズン、
大型連休の交通事故防止!!

◯遠出の際は、休憩時間も予定に入れて計画。
　余裕を持った計画を…（トイレ休憩もこまめに…）
○予想以上の渋滞が考えられます。ガソリン、
体力は満タンに！
知らない道路、なれない道路の運転は体力を消耗します。
○交通事故防止①・②・③プラスワン運動を実
行しましょう。

•速度の①割減（スピードを控えましょう。）
•②倍の車間距離　（車間距離をあけましょう。）
•③秒前・30ｍ手前の合図（早めに合図を出しましょう。）
　プラスワンの安全確認

　昨年６月に、飲酒運転がらみの違反点数が
大幅にアップされました。
　しかし、未だに飲酒運転がなくなりません。
　酒酔い運転　　　　　　　　　　　３５点
　酒気帯び（０．２５㎎以上）運転　２５点
　酒気帯び（０．２５㎎未満）運転　１３点
　　　　　　※2点の累積点数があれば取消し

飲酒運転は免許取消
運転免許を大切に…家族を大切に…

なくそう飲酒運転!!

交通事故の無い、楽しい行楽シーズンを!!

}
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差
別
を
な
く
す

人
権
作
文
入
選
作
品
2/8
回

佳　作
　

ゆ　

う　

気
山
崎
小
学
校　

３
年　

藤ふ
じ
む
ら村　

日ひ

な菜　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

　
「
今
ま
で
話
を
し
た
事
が
な
い

相
手
で
も
、
話
を
す
る
だ
け
で
、

す
ぐ
に
友
だ
ち
に
な
れ
る
よ
。」

と
、
お
母
さ
ん
は
、
わ
た
し
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、「
そ
ん
な
の
う
そ

だ
。」と
言
う
と
、お
母
さ
ん
は「
ほ

ん
と
、
一
回
や
っ
て
み
た
ら
。」

と
言
っ
た
の
で
、「
う
ん
。」と
言
っ

て
、
い
つ
か
そ
の
方
ほ
う
を
使
お

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
帰
り
道
、
い
つ
も

い
っ
し
ょ
に
帰
っ
て
い
る
友
だ
ち

が
先
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

わ
た
し
は
、
校
門
の
前
で
立
っ
て

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
年
生
ぐ

ら
い
の
女
の
子
が
、
一
人
で
わ
た

し
と
同
じ
帰
り
道
の
方
へ
歩
い
て

い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
事
を
思
い
出
し
、

お
も
い
き
っ
て
、
ゆ
う
気
を
出
し

「
い
っ
し
ょ
に
帰
ろ
う
。」
と
言
っ

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
子
は
、

「
う
ん
、
い
い
よ
。
い
っ
し
ょ
に
帰

ろ
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
、
ま
お
。」
と
そ
の
子

が
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
の
で「
わ

た
し
、
ひ
な
。
よ
ろ
し
く
ね
。」
と

言
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
、
と
中
ま

で
帰
り
、
わ
た
し
と
ま
お
ち
ゃ
ん

は
、
す
ぐ
に
仲
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
が
言
っ

て
い
た
事
は
本
当
だ
と
思
い
、
う

れ
し
く
な
り
、
家
に
帰
っ
て
す
ぐ

に
、「
お
母
さ
ん
、
友
だ
ち
が
で

き
た
よ
。」
と
言
う
と
お
母
さ
ん

は
、「
よ
か
っ
た
ね
。
何
て
い
う

名
前
な
の
。」
と
、
に
っ
こ
り
わ

ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
の
ね
、
ま
お
ち
ゃ
ん
で
ね
、

一
年
生
だ
っ
て
。」
と
い
う
と
、「
よ

か
っ
た
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た

方
ほ
う
を
す
れ
ば
、
い
く
ら
で
も

友
だ
ち
が
で
き
る
ん
だ
と
思
い
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
毎
日
友
だ
ち
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
け
ん
か
を
し

た
ら
、
は
じ
め
は
言
い
に
く
い
け

ど
、
ゆ
う
気
を
出
し
て
、「
ご
め

ん
ね
。」
と
言
い
ま
す
。
言
わ
な

か
っ
た
ら
、
心
が
く
ら
く
な
り
ま

す
。
け
ど
反
対
に
言
う
と
、
心
が

す
っ
き
り
す
る
し
、
友
だ
ち
と
も

ケ
ン
カ
を
す
る
前
よ
り
仲
よ
し
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
お
母
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
間
は
、
み
ん
な
ゆ
う
じ
ょ
う

の
か
け
ら
を
も
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
友
だ
ち
が
で
き
る
た
び
に

ゆ
う
じ
ょ
う
の
か
け
ら
が
大
き
く

な
り
、
一
つ
の
か
た
ま
り
に
な
っ

て
、そ
の
心
は
光
る
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち

を
大
事
に
し
ま
す
。

料理名 さばのそぼろ寿司（５月）
【材料】（６人分）

米‥‥‥‥‥５合（700ｇ）
だし昆布‥‥‥‥‥ 10㎝
酒‥‥‥‥‥‥ 大さじ１

◇合わせ酢
　酢‥‥‥‥‥カップ1/2
　砂糖‥‥‥‥カップ1/2
　塩‥‥‥‥‥大さじ1/2

紅しょうが‥‥‥‥ 適量
塩さば‥‥‥‥‥‥1/2尾
酒‥‥‥‥‥‥ 大さじ４
砂糖‥‥‥‥‥ 大さじ５
濃口しょう油‥ 大さじ４
卵‥‥‥‥‥‥‥‥ ３個
塩‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
サラダ油‥‥‥‥‥ 適量

【作り方】

①　塩さばを焼いて骨と皮を取り、身をよくほぐす。
②　なべに入れ火にかけ、焦げつかないよう注意しな
がら数本のはしでほぐしながら、空いりにする。

③　さばの身が細かくほぐれてきたら、分量の酒を
ふりいれ、なじませる。

　　次に砂糖としょう油を加え味を調えながら、仕
上げる。

④　だし昆布と酒を入れて、炊きあげたご飯に、合
わせ酢を合わせすし飯を作る。

⑤　うす焼き卵を焼いて錦糸卵をつくり、紅しょう
がは細切りにする。

⑥　押し型の底に錦糸卵をしき、さばのそぼろを入
れて、④のすし飯を軽く手で握って入れ、押し
ふた当てて押し抜く。

⑦　適当に切り分け器に盛り、仕上げに紅しょうが
を飾る。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

岩出市生活研究グループ協議会



１日㈯　午後２時～
紀州ばなしをきこう！
場所 岩出図書館  小会議室

貸出冊数

372,472冊

市民一人当たりの貸出
冊数（貸出冊数÷人口）

7.1冊

貸出１回当たりの利用
冊数（貸出冊数÷貸出者数）

3.4冊

登録率
（登録者数÷人口×100）　　

39.0％

蔵書回転率
（貸出冊数÷蔵書冊数）

1.9回

入館者数

214,040人
貸出者数

108,961人

図書館この１年

『紀州ばなし』は、岩出市在住の作家山本真理子さんの著書。山本さん自
身が採話した和歌山の民話を昔ながらの和歌山弁でつづった作品です。ぜ
ひこの機会に、あなたも「紀州ばなし」を聞いてみませんか？

９日㈰　午後２時～
わくわく親子図書館ツアー

　図書館ボランティアインフォメーショングループの案内
で、図書館内をくまなく探検できるよ！ふだんは入れない図
書館のヒミツの場所に行けるかも…プレゼントもあるよ！

５日㈬　午後２時～
おりがみ教室

場所 岩出図書館  大会議室
定員 小学生　先着 20名

場所 岩出図書館
定員 小学生　先着 20名（事前申込必要）

申込 岩出図書館カウンターに直接申し込みいただ
くか、図書館まで電話で申し込みください。
定員になり次第、締め切らせていただきます。

場 所 岩出図書館  おはなし室

2日•9日
「おはなしドロップス

」

30日 英語でおはなし会

16日•23日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

５月の
毎週日曜日に、

　　おはなし会
開催!!

27 広報いわで　2010.5

本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館（根来1472番地の1）
TEL 62-7222　FAX 62-7150

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

５月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　  開館時間：岩出図書館　午前10時～午後7時
　　　　　　　  岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時 30分

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

図書館へ行こう！
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。
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市の人口と世帯（平成22年3月末日現在）　総人口52,694人　男25,471人　女27,223人　世帯数20,375

皆さんのご意見・ご要望をお待ちしております!

平成22年度 市政懇談会の日程は、広報いわで７月号で紹介します。
○問い合わせ先　市長公室市民ふれあい係　℡６２－２１４１（内線１１８）

岩出市では、市民の皆さんとの「対話と協調」のもと、よりよいまちづくりを目指しています。
市政懇談会へのご意見・ご要望は、区・自治会等を通じて受け付けております。

意見要望①
岩出市巡回バスのバス停を市
内のスーパーの近くに設置し
てほしい。

市の対応
岩出市巡回バスの運行コース
等を見直し、昨年６月から、
「中黒南バス停」、「中島北バ
ス停」等をスーパーの近くに
新設しました。

意見要望②
交差点に、一時停止の規制を
かけてほしい。

市の対応
岩出警察署へ要望し、一時停
止規制をかけてもらいました。

意見要望③
市内放送が聞こえにくいの
で、なんとかしてほしい。

市の対応
放送スピーカー施設の方向や
音量調節を行いました。

　市政懇談会は、広く住民の皆さんから市政に対するご意見・ご要望をいただき、岩出市の将来に
ついて語り合うなど、住民と行政の “意見交換” の場として毎年開催しています。
　今年は、８月に市政懇談会の開催を予定しています。
　今月号では、昨年度までの市政懇談会でいただきました主なご意見・ご要望に対する市の対応を
ご紹介します。

今年も市政懇談会を
開催します

意見要望④
近所の道路で、子どもが飛び
出したりして危ないので、な
んとかしてほしい。

市の対応
「飛び出し坊や」の標識を支
給しました。

意見要望⑤
帰り道が暗いので、街灯を設
置してほしい。

市の対応
防犯灯を設置しました。

【提出期限】5月21日㈮


